
　 　

使用される方や他の方への危害、財産への損害を未然に防止するために、つぎのような区分、表
示をしています。
いずれも安全に関する重要な内容ですので、必ずお守りいただき、内容を理解して正しく使用し
てください。

〇この取扱説明書と、ご使用中のコンロの取扱説明書をよく
お読みのうえ、正しく安全にお使いください。
○コンロの取扱説明書とともに、いつでも利用できる場所に
大切に保管してください。
※機種によりイラストの形状が異なります。

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性
または、火災が想定される内容です。
この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が軽傷を負う可能性および物的
損害のみが発生する可能性が想定される内容です。

■危害、損害の程度による内容の区分

■注意、禁止内容の絵表示

必ずお守りください（安全上の注意）

ガード付きグリルとびら
取扱説明書
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DP0154

必ず守る 禁　　止

取り扱い方法 　●機器が冷めていることを確認し、手袋をして行ってください。

・水を含ませたスポンジ、布などのやわらかい物でふき取り、水分が残らないように乾いた布で
ふき取る。または、台所用中性洗剤を含ませたスポンジ、布などのやわらかい物でふき取り、
洗剤が残らないように水ぶきする。
※必ずガード付きグリルとびらからグリル受け皿を取り外してください。取り外さずにお手入れ
すると、変形や損傷の原因になります。
※汚れたまま放置したり、使用したりすると汚れが取れにくくなり、シミが残る原因になった
り、脂汚れで発火することがあります。

・台所用中性洗剤で丸洗いしたあと、洗剤が残らないように水洗いし、水分が残らないように乾
いた布でふき取る。

・バネ（下部）を①の方向に下げ、ガード付きグリルとびらを②の方向に傾けて取り外す。
※無理な取り外しにより、強い力を加えると、角穴、バネ（上部）、バネ（下部）の変形や損傷の原因とな
って、ガード付きグリルとびらの閉まりが悪くなったり、外れやすくなるので注意してください。
※グリル受け皿を取り外すときは、グリル受け皿にたまった調理物の脂などをこぼさないよう注
意してください。

●ガード付きグリルとびらの修理は取り扱っておりません。新しいものをお買い求めください。

取り付けかた ご使用中のグリルとびらと取り替えてください。

取り外しかた

お手入れ方法

取れにくい汚れのとき
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ガード付き
グリルとびら グリル受け皿
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ガード付き
グリルとびら

ガード部

①
②

①

②

①グリル受け皿の角穴に、ガード付きグリルとびらのバネ（上部）を差し込む。
②ガード付きグリルとびらを②の方向に回転させ、バネ（下部）が『カチッ』と音がするまで押し込む。
※無理な取り付けにより、強い力を加えると、角穴、バネ（上部）、バネ（下部）の変形や損傷の原因とな
って、ガード付きグリルとびらの閉まりが悪くなったり、外れやすくなるので注意してください。

警告

注意

禁 止

・使用中や使用直後は、ガード付きグリルとびらに水をかけない
グリルとびらガラスが割れて、やけどやけがの原因になります。

禁 止

・使用中や使用直後は、ガード付きグリルとびらの取っ手以外は触らない
やけどの原因になります。
ガード部周辺も熱くなっています。

必ず守る

・グリル使用後および連続使用するときは、使用の都度お手入れする
たまった脂、食品くずに火がついて、火災のおそれがあります。

必ず守る

・ガード付きグリルとびらの取り付け、取り外し、お手入れは、機器が十分冷めて
から、手袋をして行う
やけどや突起物などでけがをする原因になります。

警告
注意

ガード付きグリルとびら

取っ手


